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・
総
会
打
ち
合
わ
せ

　

・
納
涼
屋
形
舟
打
合
せ

第
51
回
総
会 

7
／
4

　

於
・
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　

出
席　

会
員
85
名
ご
来
賓
31
名

納
涼
屋
形
舟 

8
／
21 

　

於
・「
入
舟
」
お
台
場
コ
ー
ス

　

藤
塚
会
長
以
下
22
名
参
加

片
貝
ま
つ
り
で
寄
贈 

９
／
９

　

33
歳
、
42
歳
、
50
歳
、
還
暦

　

お
よ
び
伝
統
芸
能
保
存
会
へ

　

清
酒
二
本
ず
つ
寄
贈

片
貝
ま
つ
り
奉
納 

９
／
10 

　

安
達
副
会
長
出
席

　

相
撲
観
覧　

桟
敷
で
約
20
名

　

保
存
会
の
玉
送
り
に
参
加

新
潟
県
人
会
大
交
流
会 
９
／
25 

　

於
・
新
潟
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」

　

新
潟
県
人
会
創
立
百
周
年
行
事

　

藤
塚
会
長
、
安
達
副
会
長
、

　

小
宮
事
務
局
長　

参
加

伝
統
芸
能
保
存
会 

９
／
26 

　

創
立
20
周
年
式
典

　

於
・
片
貝
総
合
セ
ン
タ
ー

　

藤
塚
会
長
、
安
達
副
会
長
出
席

母
校
を
励
ま
す
会 

10
／
22 

　

教
育
講
演
会
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福
寿
会
（
50
）、
翼
進
会
（
42
）、

愛
郷
会
（
33
）、
華
成
会
（
成
人
）

　

お
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
若
・
小

若
と
も
に
「
い
組
」
が
一
位
。
花
火

だ
け
で
な
く
相
撲
大
会
も
熱
戦
に
歓

声
、
賑
や
か
で
し
た
。

 

片
貝
伝
統
芸
能
保
存
会

 　

創
立
二
十
周
年
記
念
式
典

　

乱
れ
の
な
い
シ
ャ
ギ
リ
、
木
遣

り
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
設
立
さ

れ
、
20
周
年
記
念
式
典
が
９
月
に

行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
11
月
27
日
伝
統
保
存
会

一
行
は
上
京
し
、
芝
の
愛
宕
神
社

で
木
遣
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。
愛

宕
神
社
は
片
貝
木
遣
り
で
は
神
社

巡
り
を
す
る
前
に
出
て
く
る
神
社

で
、
正
面
の
急
な
石
段
は
出
世
の

石
段
と
し
て
有
名
で
す
。
神
主
様

か
ら
、
息
の
合
っ
た
腹
か
ら
の
声

で
の
木
遣
り
の
奉
納
は
素
晴
ら
し

い
と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

 

中
学
道
徳
の
教
科
書
に

 　
　
　
　

片
貝
ま
つ
り
が
掲
載

　

片
貝
が
中
学
教
科
書
、
道
徳
の

副
読
本
に
５
年
前
か
ら
掲
載
さ
れ
、

全
国
各
地
の
中
学
生
に
読
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
昭

和
54
年
、
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団

の
地
域
文
化
賞
を
受
賞
し
た
縁
で
、

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
で
四

尺
玉
を
紹
介
し
尺
玉
以
上
の
大
玉

花
火
が
主
で
あ
る
こ
と
や
、
町
民

こ
ぞ
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

会
の
動
き

会
計
監
査 

5
／
16 

　

於
・
新
越
精
機
㈱
会
議
室

　

藤
塚
会
長
、
鯉
島
監
査
理
事

　

以
下
３
名

理
事
会 

5
／
30 

　

於
・
新
潟
県
人
会
館　

21
名

　
　

・
会
報
発
送　

約
八
百
部

　

東
京
片
貝
会

　
　

平
成
23
年
新
年
会
御
案
内

　

師
走
の
候
、
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
た
総
会
か
ら
半
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年
新
年
会
を
左
記
の

通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

お
友
達
を
誘
い
合
っ
て
、
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

日
時　

平
成
23
年
1
月
30
日
（
日
）
午
後
一
時
（
正
午
よ
り
受
付
）

会
場　

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
二
番
地

電
話　

０
３
・
５
２
１
０
・
４
６
０
０　

会
費　

七
、〇
〇
〇
円

お
願
い　

返
信
は
１
月
16
日
（
土
）
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

（1）

東京
グリーン
パレス

日本
テレビ
麹町

地下鉄有楽町線
麹町こうじまち
5 番又は 6 番
出口徒歩1分

有
楽
町
線

6番出口

５
番
出
口

市ヶ谷駅

麹
町

永田町

　

台
風
一
過
、
満
天
の
星
空
の
な

か
で
、
今
年
も
沢
山
の
尺
玉
、
三

尺
玉
、
そ
し
て
世
界
一
の
四
尺
玉

が
華
麗
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
筒
引
き
、
玉
送
り
で
町
内
の

あ
ち
こ
ち
に
木
遣
り
が
響
き
渡

り
、
昼
間
か
ら
の
打
ち
上
げ
花
火

の
破
裂
音
と
賑
や
か
で
す
。
今

年
の
厄
年
は
十
九
伸
会
（
還
暦
）、

　

於
・
片
貝
中
学
校

　

講
師　

藤
塚
伸
雄
氏

　

藤
塚
会
長
、
安
達
副
会
長
、

　

小
宮
事
務
局
、
内
藤
会
長
、

　

徳
永
理
事　

が
出
席

理
事
会 

11
／
14 

　

於
・
新
潟
県
人
会
館　

18
名

　

・
総
会
反
省

　

・
新
年
会
打
ち
合
わ
せ

　

・
励
ま
す
会
報
告

　

・
支
出
内
容
確
認
、
見
直
し

自
分
で
貯
め
た
お
金
を
は
た
い
て

花
火
を
打
ち
上
げ
、
楽
し
む
伝
統

と
心
意
気
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
を
芯
に
町
内
会
、
同
級
生

な
ど
が
集
ま
り
、
交
流
を
深
め
る

と
い
う
魅
力
が
あ
る
。
光
村
図
書

出
版
の
中
学
３
年
道
徳
副
読
本「
き

み
が
い
ち
ば
ん
ひ
か
る
と
き
」

 

お
兄
ち
ゃ
ん
の
花
火

 　
　
　
　
　
　

全
国
公
開

　

片
貝
の
花
火
打
ち
上
げ
の
状
況

を
舞
台
に
し
て
兄
妹
の
絆
を
描
い

た
映
画
が
９
月
か
ら
新
潟
で
、
10

月
か
ら
全
国
で
公
開
さ
れ
ま
し

た
。
花
火
の
打
ち
上
げ
シ
ー
ン
で

は
、
片
貝
町
中
か
ら
エ
キ
ス
ト
ラ

と
し
て
沢
山
の
懐
か
し
い
仲
間
達

が
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

物
語
と
し
て
も
妹
役
谷
村
美
月

さ
ん
が
好
演
し
、
泣
か
せ
る
素
晴

ら
し
い
映
画
で
す
。

会
報
発
送
先
を
見
直
し
ま
す

　

当
会
は
皆
様
よ
り
頂
い
た
会

費
に
よ
り
運
営
し
て
お
り
ま
す

が
、
会
員
数
の
減
少
に
よ
り
収

支
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
で
は
経
費
の
見
直
し
を
行
い

節
約
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
会
報
と
総
会

案
内
の
送
付
先
を
見
直
す
事
と

し
ま
し
た
。

　

次
回
よ
り
62
歳
以
上
で
３
年

間
以
上
会
費
未
納
の
方
に
つ
い

て
は
会
報
の
送
付
な
ど
案
内
を

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

致
し
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

世
界
一
！

星
空
に
大
輪
の
四
尺
玉
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東
京
片
貝
会
第
51
回
定
期
総
会

は
７
月
４
日
例
年
に
無
い
猛
暑
と

蒸
し
暑
い
中
、
80
歳
代
か
ら
40
歳

代
ま
で
88
名
の
会
員
が
集
ま
り
、

故
郷
片
貝
か
ら
は
川
上
東
陽
片
貝

町
協
議
会
会
長
、
長
谷
川
き
よ
県

議
会
議
員
、
吉
原
正
幸
市
議
会
議

員
は
じ
め
伝
統
芸
能
保
存
会
の
皆

さ
ん
、
還
暦
・
42
歳
厄
年
を
迎
え

ら
れ
た
十
九
伸
会
、
翼
進
会
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
29
名
の
ご
出
席
を
頂

き
、
総
勢
１
１
７
名
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　

司
会
進
行
役
は
、
新
年
会
に
引

続
き
相
崎
俊
夫
（
40
卒
）
安
達
智

子
（
52
卒
）
の
両
理
事
、
小
宮
善

興
（
31
卒
）
事
務
局
長
の
開
会
の

辞
で
定
刻
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

藤
塚
悟（
31
卒
）会
長
か
ら「
ご

来
賓
へ
の
お
礼
と
昨
年
の
50
周
年

記
念
総
会
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、

会
と
し
て
も
色
々
企
画
し
た
い
の

で
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
安
達
弘
（
33
卒
）
会

計
理
事
か
ら
「
会
計
報
告
」
が
、

鯉
島
昭
雄
（
29
卒
）
監
査
役
か
ら

「
監
査
報
告
」
が
な
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

本
田
秀
幸
（
37
卒
）
広
報
理
事

か
ら
は
「
14
年
に
亘
り
会
報
発
行

に
ご
尽
力
頂
い
た
小
宮
事
務
局
長

へ
の
労
い
の
言
葉
」
と
、「
会
員
皆

さ
ん
の
近
況
を
会
報
内
の
会
員

短
信
欄
に
掲
載
し
た
い
の
で
、
出

欠
葉
書
に
近
況
を
書
い
て
頂
き
た

い
」
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

内
藤
富
美
子（
43
卒
）母
校
を
励

ま
す
会
会
長
か
ら
、関
勝
人
中
学

校
校
長
・
仲
邦
男
小
学
校
校
長
へ

図
書
費
の
贈
呈
が
あ
り
、
両
校
長

よ
り
お
礼
と
近
況
報
告
が
あ
っ

た
。

　

来
賓
の
紹
介
後
、
来
賓
を
代
表

し
て
川
上
東
陽
様
、
長
谷
川
き
よ

様
、
吉
原
正
幸
様
の
３
名
か
ら
ご

挨
拶
頂
き
懇
親
会
へ
と
会
は
進
ん

だ
。

　

懇
親
会
は
佐
藤
祐
一
（
27
卒
）

前
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま

り
、
同
級
生
同
士
の
横
の
繋
が
り

だ
け
で
な
く
、
先
輩
・
後
輩
隔
た

り
無
く
親
交
を
深
め
、
和
や
か
で

楽
し
い
ム
ー
ド
が
会
場
全
体
を
包

ん
で
い
た
、
今
回
も
伝
統
芸
能
保

存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
心
に
沁
み

る
シ
ャ
ギ
リ
の
演
奏
を
聴
き
、
恒

例
と
と
な
っ
た
「
あ
あ
上
野
駅
」

「
木
遣
」
の
大
合
唱
が
始
ま
っ
た
。

　

締
は
、
和
進
級
友
会
小
宮
幸
雄

さ
ん
の
万
歳
三
唱
、
芝
強
（
38
卒
）

副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
お
開
き
と

な
っ
た
。

（2）

み
ん
な
で
楽
し
く

　

総
会  

開
催

平
成
22
年
7
月
5
日

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

【
ご
来
賓
出
席
】（
敬
称
略
）

吉
原
正
幸
、
川
上
東
陽
、
大
矢
保
、

名
塚
孝
一
、
安
達　

隆
、
長
谷
川

き
よ
、
関　

勝
人
、
仲　

邦
男
、

小
林
光
紀
、
新
野
正
樹
、
相
崎
一

夫
、
神
林
利
昭
、（
十
九
伸
会
）
内

山
八
重
子
、
神
林　

昭
、
黒
崎
美

知
子
、
名
塚
ト
シ
エ
、
藤
塚　

清
、

堀
井　

徹
、
堀
井
春
美
（
翼
進
会
）

品
田
和
也
、
小
野
塚
祐
一
、
吉
田

貴
裕
（
伝
統
芸
能
保
存
会
）
山
口

敏
郎
、
岡
村
和
雄
、
山
口
広
幸
、

太
刀
川
敏
郎
、
小
林
光
男
、
神
林

誠
一
、
溝
手
勝
治
、
吉
原　

豊
、

本
田
隆
一
、
新
野
弘
幸

【
東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
付
】

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

敬
称
略
（
小
卒
年
）

小
野
塚
東
一
（
11
）、
阿
部
修
次

（
21
）、
大
塚
順
一
（
22
）、
黒
崎

正
（
22
）、
品
田
紀
美
子
（
28
）、

安
達　

弘
（
33
）

【
会
員
出
席
者
】（
敬
称
略
）

（
昭
和
13
〜
20
卒
）
黒
崎
音
吉
、

佐
藤
ヨ
シ
、
阿
部
源
一
、
山
岸
慶

昭
、
本
田
ユ
キ
、
松
下
利
夫
、
石

井
ユ
リ
、
江
澤
キ
ヨ
、
小
宮
幸
雄
、

佐
藤
昭
六
、
中
島
ヨ
シ
、
西
山
和

子
、
星　

シ
ズ
、
山
口
光
雄
、
吉

原
俊
六
、

（
昭
和
21
〜
30
卒
）
安
達
和
三
、

安
達
弘
男
、
阿
部
修
次
、
神
林
勝

夫
、
黒
﨑
晴
郎
、
佐
藤
安
治
、
高

野　

賢
、
清
水
好
男
、
吉
原
三
代

治
、
浅
田
義
男
、
小
宮
ト
シ
エ
、

大
塚
順
一
、
長
岡
利
夫
、
中
村
恵

美
子
、
石
上
俊
夫
、
石
川
春
子
、

小
宮
秀
雄
、
本
田
善
一
、
溝
手
俊

一
、
荒
木
ム
ツ
、
佐
藤
祐
一
、
藤

塚
浩
治
、
松
岡
規
子
、
松
岡　

聰
、

奥
瀬
洋
子
、
黒
崎　

勝
、
品
田
紀

美
子
、
吉
原
宏
、
木
下
伸
、
鯉
島

昭
雄
、
吉
井
均
、
神
林
靖
夫
、

（
昭
和
31
〜
40
卒
）
宇
野
沢
誠
子
、

大
塚
國
夫
、
大
矢
佐
知
子
、
小
野

塚
清
、
黒
瀬
良
子
、
小
宮
善
興
、

平
石
和
子
、
藤
塚
悟
、
諸
我
時

夫
、
安
達
弘
、
井
上
知
子
、
神
林

省
三
、五
十
嵐
哲
郎
、
小
宮
三
郎
、

芝 

文
夫
、本
田
秀
幸
、松
井
京
子
、

阿
部
武
、
小
野
塚
和
夫
、
芝 

強
、

本
田
利
美
、
三
重
掘
国
治
、
吉
田

邦
男
、
佐
藤
正
志
、
相
崎
俊
夫
、

（
昭
和
41
卒
〜
）
安
達　

徹
、
栗

原
知
子
、
小
林
和
弘
、
西
沢　

薫
、

安
達
亮
一
、
内
藤
富
美
子
、
高
野

昭
人
、
吉
井　

宏
、
藤
塚
伸
雄
、

安
達
智
子
、
徳
永
隆
浩
、
徳
永
雅

史
、
堀
井
ひ
と
み
、
佐
藤
潤
、
安

達
正
博同

級
会
の
う
ご
き

 

還
暦
十
九
伸
会　

慰
労
旅
行 

十
九
伸
会
の
花
火
は
い
つ
も
雨
。

と
こ
ろ
が
還
暦

で
は
見
事
に
晴

れ
て
大
成
功
！

勢
い
づ
い
て
慰

労
旅
行
も
絶
好

の
日
和
。
あ
つ

み
温
泉
泊
。
翌

日
は
羽
黒
山
の

険
し
い
石
段
を

飛
ぶ
よ
う
に
登

っ
た
と
か
、（
修

験
者
談
）
と
に

か
く
元
気
な
還

暦
十
九
伸
会
で

し
た
。

訃　
　

報

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

本
田
寅
一
郎
様　

94
歳
１
月
16
日

丸
山
恵
次
様　

昭
14
卒
３
月
28
日

堀
井
富
士
男
様
昭
18
卒
４
月
１
日

山
口
三
郎
様　

昭
５
卒
5
月
17
日

芝
三
四
司
様　

昭
8
卒
10
月
21
日

　

小
泉
春
江
（
昭
30
卒
）
い
つ
も

ご
苦
労
様
で
す
。
楽
し
み
に
読
ま

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

早
見
ヒ
サ
（
昭
21
卒
）
片
貝
会

の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
22
年
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　

　

浅
田
正
行
（
昭
47
卒
）
片
貝
を

舞
台
に
し
た
映
画　

楽
し
み
で
す

ね
。
も
し
か
し
た
ら
…

　

本
田
善
一
（
昭
26
卒
）
何
人
の

同
級
生
に
、
知
っ
て
い
る
人
に
会

え
る
か
。
新
し
い
知
人
が
で
き
る

か
。
そ
れ
を
楽
し
み
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

清
水
敏
雄
（
昭
21
卒
）
病
後
の

た
め
、
ま
だ
外
に
出
る
の
が
不
安

で
す
。
大
変
残
念
で
す
。

　

浅
田
鐵
次
（
昭
5
卒
）
歩
行
困

難
な
為
、
残
念
な
が
ら
欠
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
に
よ
ろ

し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

高
波
国
男(

昭
35
卒
）
母
校
で

の
後
輩
た
ち
の
活
躍
を
知
る
度
、

心
の
底
か
ら
勇
気
が
湧
い
て
き
ま

す
。
不
思
議
で
す
。

　

佐
藤
尚
巳(

昭
25
卒
）
新
役
員

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
り

ま
す
が
兄
（
安
治
）
の
仲
間
が
う

ら
や
ま
し
く
思
い
ま
す
。

　

堀
井　

誠(

昭
36
卒
）
作
詞
家
、

堀
井
酔
人
と
し
て
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。 会

員
短
信
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母
校
を
励
ま
す
会
活
動
の
一
環

で
あ
る
教
育
講
演
会
が
28
回
目
を

迎
え
、
中
学
校
生
徒
、
小
学
六
年

生
、
町
民
の
方
々
、
と
多
数
の
出

席
を
頂
き
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
明
治
学
院
大

学
を
卒
業
後
、
人
事
分
野
で
20
年

以
上
に
わ
た
る
経
歴
を
有
し
、
現

在
は
藤
塚
事
務
所
を
設
立
さ
れ
、

自
ら
人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
従

事
さ
れ
て
い
る
藤
塚
伸
雄
さ
ん

（
福
寿
会
、
町
裏
出
身
）
で
し
た
。

　

学
生
時
代
に
は
ス
ポ
ー
ツ
や
武

道
に
は
ま
り
、
と
り
わ
け
大
学
時

代
に
行
っ
た
〝
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
”

で
は
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、
す

ば
ら
し
い
友
人
に
も
恵
ま
れ
た
と

い
う
。
講
演
は
、
次
の
三
点
か
ら

児
童
、
生
徒
と
親
し
み
な
が
ら
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
〝
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
”
と
は
…

　

実
物
の
弓
・
矢
・
的
を
持
参
さ

れ
、実
射
も
さ
れ
た
。
感
嘆
の
中
、

実
物
を
手
に
し
た
生
徒
の
感
想
は

「
重
い
！
」「
お
値
段
は
？
」
だ
っ

た
。
生
徒
の
中
に
は
経
験
者
も
い

た
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
用
具
と
競

技
に
つ
い
て
の
解
り
や
す
い
説
明

に
興
味
が
持
て
た
よ
う
だ
。

（3）

※
チ
ー
ム
の
発
展
と
と
も
に
成
長

　

最
終
学
年
で
は
関
東
学
連
一
部

A
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
毎
年
の

目
標
で
あ
っ
た
チ
ー
ム
優
勝
が
で

き
た
。
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が

役
割
を
達
成
で
き
る
チ
ー
ム
の
形

成
が
目
標
達
成
に
つ
な
が
っ
た
。

戦
い
は
自
分
自
身
と
相
手
で
あ
る

が
、
メ
ン
バ
ー
個
人
の
力
を
十
分

発
揮
で
き
る
よ
う
な
チ
ー
ム
を
作

る
こ
と
が
大
切
。
実
際
社
会
の
組

織
と
人
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

基
本
と
な
る
形
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

※
自
己
イ
メ
ー
ジ
と
自
信
と
誇
り

の
大
切
さ

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
て
い
る

半
量
の
水
や
、だ
ま
し
絵
を
見
せ
、

ク
イ
ズ
形
式
で
見
え
方
を
問
い
か

け
、
同
じ
物
事
が
人
に
よ
っ
て
見

方
、
考
え
方
が
違
う
こ
と
を
話
さ

れ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
自
分
に
つ

い
て
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
み
て
、
前

向
き
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
、
後
ろ

向
き
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
、
で
行

動
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
。
自
分

に
自
信
を
持
つ
こ
と
は
、
他
人
の

意
見
も
良
く
聞
け
る
し
、
チ
ー
ム

作
り
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
こ

と
。

　

人
は
可
能
性
を
持
つ
。
自
分
に

負
け
な
い
気
持
ち
で
色
々
な
角
度

か
ら
自
分
を
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
何
事
も
あ
き
ら
め
ず
に
。
そ

し
て
、
故
郷
を
離
れ
て
み
て
片
貝

町
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
激
し
て
い

ま
す
。
特
に
片
貝
ま
つ
り
が
持
つ

役
割
は
人
格
形
成
の
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
何
と
言
っ
て

も
い
つ
も
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
る

仲
間
達
が
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
故

郷
を
愛
す
る
気
持
ち
と
誇
り
を
持

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と
願
っ
て

い
ま
す
。
と
最
後
に
結
ば
れ
ま
し

た
。

　

講
演
後
、
学
年
代
表
か
ら
お
礼

と
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。
一
生
懸

命
に
聞
き
取
り
、
素
直
な
気
持
ち

が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
主
催

者
と
し
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

校
長
先
生
か
ら
「
励
ま
す
会
か
ら

の
寄
贈
図
書
を
は
じ
め
先
輩
達
か

ら
の
心
を
大
切
に
、
そ
れ
に
応
え

る
べ
く
皆
も
夢
に
向
か
っ
て
歩
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
の
言
葉

を
頂
き
閉
会
と
な
っ
た
。

　

長
ら
く
ぶ
り
に
中
学
校
に
足
を

踏
み
入
れ
て
ま
ず
嬉
し
か
っ
た
の

が
、
廊
下
を
通
り
が
か
っ
た
数
名

の
生
徒
に
元
気
よ
く
「
こ
ん
に
ち

は
！
」
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
さ
れ

た
こ
と
。
続
い
て
感
心
し
た
の
が

熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
藤
塚

さ
ん
の
講
演
に
集
中
し
て
聞
き
入

る
小
６
を
含
む
生
徒
児
童
の
し
っ

か
り
し
た
立
ち
居
振
舞
い
。

　

し
か
も
講
演
を
聞
き
終
え
て
の

各
学
年
代
表
か
ら
の
感
想
の
一
言

が
ハ
キ
ハ
キ
と
要
点
を
う
ま
く
ま

と
め
て
い
る
こ
と
に
さ
ら
に
感
心

し
た
次
第
。
こ
う
い
う
時
代
だ
か

ら
こ
そ
問
わ
れ
る
自
分
の
意
見
を

伝
え
る
力
、
相
手
の
考
え
を
理
解

す
る
力
を
し
っ
か
り
育
ん
で
の
成

果
に
違
い
な
い
。

　

学
校
と
地
域
一
体
と
な
っ
て
の

子
ど
も
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
昨

今
に
あ
っ
て
、
地
元
片
貝
な
ら
で

は
の
取
り
組
み
に
改
め
て
敬
意
を

表
し
た
い
。
今
後
と
も
卒
業
生
と

し
て
、
東
京
片
貝
会
と
し
て
多
面

的
な
支
援
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

教
育
講
演
会
が
日
報
に

　
「
努
力
の
大
切
さ
訴
え
」
と
の

見
出
し
で
、
東
京
片
貝
会
が
教
育

講
演
会
を
開
催
し
た
と
、
藤
塚
氏

の
講
演
状
況
の
写
真
入
り
で
10
月

26
日
の
新
潟
日
報
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
者
名
】

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
昭
和
13
〜
20
年
卒
）
黒
崎
音
吉
、

山
岸
慶
昭
、
太
刀
川
三
郎
、
本
田

ユ
キ
、
岡
野
ミ
ヨ
、
松
下
利
夫
、

江
澤
キ
ヨ
、
星　

シ
ズ
、
小
宮
幸

雄
、
佐
藤
昭
六
、
中
島
ヨ
シ
、
山

口
光
雄

（
昭
和
21
〜
30
年
卒
）
安
達
弘
男
、

黒
﨑
晴
郎
、
佐
藤
安
治
、
高
野　

賢
、
阿
部
修
次
、
安
達
和
三
、
神

林
勝
夫
、
吉
原
三
代
治
、
豊
島
文

枝
、
黒
崎　

正
、
中
村
恵
美
子
、

小
嶋
ミ
ツ
子
、
新
澤
須
美
、
石
川

春
子
、
関　

文
子
、
溝
手
俊
一
、

藤
塚
浩
治
、
松
岡
規
子
、
佐
藤
祐

一
、
黒
崎　

勝
、
品
田
紀
美
子
、

吉
原　

宏
、
安
達　

隆
、
吉
原
武

夫
、
奥
瀬
洋
子
、
鯉
島
昭
雄
、
神

林
靖
夫
、
小
泉
春
江

（
昭
和
31
〜
40
年
）
大
塚
國
夫
、

黒
瀬
良
子
、
藤
塚　

悟
、
古
谷
イ

ク
、
安
達
正
明
、
宇
野
沢
誠
子
、

芝　

満
雄
、
平
石
和
子
、
小
宮
善

興
、
古
川
哲
子
、
諸
我
時
夫
、
安

達　

弘
、
井
上
知
子
、
小
林
栄
三
、

本
田
秀
幸
、
松
井
京
子
、
鈴
木
映

子
、
小
野
塚
和
夫
、
芝　

強
、
吉

田
邦
男
、
阿
部　

武
、
佐
藤
正
志
、

相
崎
俊
夫

（
昭
和
41
〜
55
年
）
安
達　

徹
、

栗
原
知
子
、
新
野
弘
幸
、
折
原
尚

子
、
安
達
智
子
、
徳
永
隆
浩
、
徳

永
雅
史
、
堀
井
ひ
と
み
、
佐
藤　

潤
、
安
達
正
博

　

８
月
21
日　

22
名
参
加

　

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
バ
ッ
チ
リ

　

屋
形
舟
の
障
子
を
開
け
る
と
、

丸
い
月
と
並
ん
で
、
建
築
中
の
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
が
眼
の
前
に
見
え

る
。
隅
田
川
の
波
上
に
は
、
カ
モ

メ
が
数
羽
、
エ
サ
を
ね
だ
っ
て
追

い
か
け
て
く
る
。
舟
上
か
ら
の
見

慣
れ
な
い
光
景
に
、
ド
ッ
と
ど
よ

め
き
が
上
が
る
。

　

片
貝
有
志
の
乗
る
納
涼
屋
形
舟

は
、
二
時
間
半
コ
ー
ス
を
六
時
に

千
住
大
橋
を
出
港
し
た
。
お
台
場

へ
の
往
路
は
、
宿
自
慢
の
江
戸
前

天
ぷ
ら
、
そ
し
て
甘
酒
ま
で
あ
る

お
酒
の
飲
み
放
題
で
、
故
郷
の
話

も
含
め
盛
り
上
が
っ
た
。
復
路
は

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
参
加
者
は
老
若

男
女
と
幅
広
く
、
懐
か
し
い
歌
か

ら
今
風
の
歌
ま
で
大
盛
況
で
、
踊

り
だ
す
人
も
。

　

カ
ラ
オ
ケ
は
次
々
と
歌
手
が
登

場
し
、
時
間
も
足
り
な
い
状
況
、

で
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が

「
木
遣
り
」。
全
員
で
肩
を
組
み
、

片
手
は
舟
の
天
井
で
支
え
、
揺
れ

る
お
立
ち
台
で
の
大
合
唱
で
お
開

き
と
な
っ
た
。

　

異
常
な
猛
暑
が
続
く
中
で
の
、

ホ
ッ
と
す
る
お
国
な
ま
り
の
納
涼

会
で
あ
っ
た
。
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母
校
を
励
ま
す
会
教
育
講
演
会

「
ス
ポ
ー
ツ
と
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　
　
　

藤
塚
信
雄
氏　

昭
和
48
年
卒　

福
寿
会

　
　
　

平
成
22
年
10
月
22
日　

片
貝
中
学
校
に
て

第 28 回

教
育
講
演
会
に
参
加
し
て

徳
永
隆
浩　

昭
和
52
卒

母
校
へ
の
ご
寄
付
を
！

郵
便
振
込
み
、
郵
送
に
て

お
申
込
み
は
事
務
局
ま
で

@
@

@
@

@
@

@
@

@
@

@
@

@
@

@
@

@
@

@
@

@
@

@
@

納
涼　

屋
形
船
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【
卓　

球
】
吉
井
汐
里
初
戦
惜
敗

市
内
新
人
各
種
大
会　

９
／
29

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】
２
位

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
団
体
戦
３
位

　

 

個
人
戦
５ 

位

【
野　

球
】
準
決
勝　

敗
退

【
卓　

球
】
女
子
団
体　

優
勝

 
女
子
個
人　

青
木
莉
緒　

優
勝

　

男
子
団
体 

３
位

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】 

優　

勝

小
千
谷
市
中
学
校
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
リ
レ
ー
大
会　

９
／
17

　

男
子
Ａ
ク
ラ
ス  
３
位

　

男
子
Ｂ
ク
ラ
ス　

３
位

　

女
子
ク
ラ
ス　

６
位

中
越
地
区
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　

10
／
14 

片
貝
中
男
子
チ
ー
ム

　

11
位
（
県
大
会
出
場
）

第
20
回
新
潟
県
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
11
／
５  

片
貝
中
男
子

　

11
位
（
42
チ
ー
ム
参
加
）

中
越
地
区
新
人
各
種
大
会

【
卓
球
】
男
子
＆
女
子
団
体

　

２
回
戦 

惜
敗

　

女
子
個
人　

青
木
莉
緒
３
位
、

安
達
詠
莉
菜
、 

藤
塚
七
海
（
県
新

人
大
会
出
場
）

第
50
回
新
潟
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
中
越
大
会

　

中
学
校
Ｂ
の
部　

銀
賞

第
56
回
中
越
地
区
中
学
校
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
賞

　

小
林
直
道
、
山
賀
紫
織

小
千
谷
・
魚
沼
・
川
口
少
年
の
主

張
大
会  

奨
励
賞 

五
十
嵐
桜

ふ
る
さ
と
・
は
・
今　
　
　

　
　
　
　

Ｈ
22
年
6
月
か
ら

Ｈ
22
年
11
月
ま
で

母 
校 
近 

況

　
　

■
中
学
校

中
越
各
種
大
会
（
６
／
30
〜
７
）

【
陸
上
競
技
】小
野
塚
崇
紘　

百
十

ｍ
Ｈ　

７
位　

県
大
会
出
場

【
野　

球
】
１
回
戦　

 

惜
敗

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】　

３
位

（
８
年
ぶ
り
県
大
会
出
場
）

【
卓　

球
】（
長
岡
市
民
体
育
館
）

　

男
子
＆
女
子
団
体
１
回
戦
惜
敗

　

男
女
個
人 

吉
井
汐
里　

17
位

（
県
大
会
出
場
）

県
各
種
大
会

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
１
回
戦
惜
敗

（4）

・
片
貝
町
民
駅
伝

　
　
　
　

46
チ
ー
ム
が
熱
戦

　

11
月
14
日　

12
㎞
を
５
人
で

つ
な
ぐ
恒
例
の
駅
伝
に
中
学
生
、

町
民
、
老
若
男
女
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
健
脚
を
競
っ
た
。
46
チ
ー
ム

も
参
加
、
総
合
優
勝
は
中
学
生
ロ

ボ
コ
ン
部
、
女
子
の
部
片
中
バ
レ

ー
部
、
小
学
男
子
は
ミ
ラ
ク
ル
鉄

腕
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
、
小
学
女
子
は
な

か
よ
し
ミ
ニ
バ
レ
ー
、
同
級
会
の

部
恒
嘩
会
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
た
。

・
町
民
ふ
れ
あ
い
交
流

　

片
貝
町
福
祉
会
等
主
催
で
７
月

４
日
に
開
催
さ
れ
た
世
代
間
交
流

イ
ベ
ン
ト
で
、
昔
遊
び
・
紙
芝
居
・

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
盛
り
上

が
っ
た
。

・
片
貝
夏
物
語
り in 

忍
字
亭

　

８
月
７
日　

長
岡
出
身
の
デ
ュ

オ
歌
手
ひ
な
た
の
公
演
、
小
学
校

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、
福
捲
き
な
ど

に
市
外
か
ら
も
フ
ァ
ン
が
来
場
し

賑
わ
っ
た
。

・
第
20
回
池
津

　

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
大
会

　

池
津
町
内
会
が
県
道
沿
い
で
開

催
、
重
量
を
競
う
。
猛
暑
で
育
ち

難
い
と
い
え
ど
優
勝
は
82
㎏
と
巨

大
。

・
市
農
林
ま
つ
り
が
盛
況

　

Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や
、
市
主
催

　

土
川
と
片
貝
の
二
会
場
で
開
催

さ
れ
農
産
物
の
廉
価
販
売
や
サ
ン

ヨ
ー
製
「
ゴ
パ
ン
」
で
作
っ
た
米

粉
パ
ン
が
好
評
。

・
雪
国
で
小
麦
栽
培

　

鴻
巣
で
数
年
前
か
ら
常
識
を
覆

し
て
良
質
の
小
麦
が
栽
培
さ
れ
て

い
る
。
稲
作
と
の
作
業
時
期
が
ず

れ
て
お
り
、
ま
た
虫
の
活
動
期
か

ら
外
れ
て
成
長
す
る
の
で
無
農

薬
。小
千
谷
産
小
麦
と
し
て
販
売
。

・
空
手
、
弓
道
、
柔
道

　

空
手
の
光
武
会
（
会
長
小
林
光

紀
）
は
英
独
よ
り
19
名
の
支
部
会

員
を
招
い
て
片
貝
な
ど
で
イ
ベ
ン

ト
交
流
を
行
っ
た
。

　

小
千
谷
市
民
弓
道
大
会
で
片
貝

根
本
忠
さ
ん
が
三
位

　

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
91

㎏
級
年
齢
別
で
屋
敷
・
大
野
正
人

さ
ん
が
三
位

・
三
洋
半
導
体
製
造
の
統
合

　

三
洋
半
導
体
（
千
谷
、
従
業
員

約
千
人
、う
ち
三
〜
四
割
が
市
民
）

が
米
国
メ
ー
カ
ー
に
売
却
さ
れ
る

も
、
群
馬
な
ど
か
ら
の
工
場
統
合

で
人
員
増
加
予
定
。

あ
と
が
き

　

小
学
校
、
中
学
校
か
ら
教
育
講

演
会
の
生
徒
感
想
文
な
ど
を
た
く

さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
紙
面
の
制
約

で
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

新
年
会
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
町
の
で
き
ご
と
」
も
も
う
少

し
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。本

田
秀
幸
、
安
達
徹

　
　

■
小
学
校

　

今
年
、
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
は
北

校
舎
と
北
運
動
場
が
耐
震
工
事

が
行
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
北
校
舎

を
使
う
３
・
４
年
生
は
１
学
期
間

会
議
室
や
図
書
室
で
学
習
し
ま
し

た
。
猛
暑
と
相
ま
っ
て
大
変
な
思

い
を
し
ま
し
た
が
、
北
校
舎
は
１

学
期
で
工
事
が
終
わ
り
、
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
北
運
動
場

が
工
事
を
し
て
い
て
、12

月
か
ら

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
読
み

聞
か
せ
な
ど
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
地
域
の
方
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
今
年

10
月
よ
り
新
し
く
図
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
４
名
が
活
動
を
始
め
、
図
書

の
整
理
を
中
心
に
図
書
室
の
環
境

を
整
え
、
子
ど
も
た
ち
の
た
く
さ

ん
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

・
小
学
生
も
活
躍
！

小
千
谷
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳　
　
　
　

　

50
Ｍ
＆
百
Ｍ
背
泳
１
位
安
達
彩

穂
、
50
Ｍ
バ
タ
１
位
山
口
優
香

小
千
谷
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
大
会

　

走
高
跳
１
位　

西
澤
ア
ン
ナ
、

　

４
×
百
ｍ
リ
レ
ー
女
子
１
位
、

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
１
位　

小
宮

　

快
成
、
走
高
跳
１
位
藤
塚
祥
吾

わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
千
谷
場
所
２
位

　

２
年
阿
部
道
徳
、
３
年
大
野
拓

町
の
で
き
ご
と

・
小
千
谷
市

　

住
み
や
す
さ
県
内
ト
ッ
プ

　

全
国
の
市
を
対
象
と
し
た
今

年
度
の
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」（
東
洋
経
済
新
聞
社
）
で
小
千

谷
市
は
七
百
八
十
七
自
治
体
中

百
三
十
二
位
で
、
県
内
で
は
ト
ッ

プ
。
ラ
ン
キ
ン
グ
付
け
は
１
安
心

度
２
利
便
度
３
快
適
度
４
富
裕
度

５
居
住
水
準
充
実
度
の
５
つ
の
観

点
と
人
口
当
た
り
で
病
院
や
福
祉

施
設
、
住
宅
着
工
、
小
売
販
売
、

財
政
力
、
地
方
税
収
な
ど
14
の
指

標
で
算
出
さ
れ
る
。

・
市
長
選
は
谷
井
さ
ん
当
選

　

12
年
ぶ
り
の
市
長
選
挙
で
、
現

職
谷
井（
や
つ
い
）靖
夫
さ
ん（
72
）

が
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
の
票
で
再
選
さ

れ
た
。

　

新
潟
三
洋
電
子
㈱
社
長
と
し
て

赴
任
さ
れ
て
か
ら
小
千
谷
に
永
住

さ
れ
、
市
長
と
な
っ
て
２
期
目
。

・
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

　

大
会
で
準
優
勝

　

片
貝
ク
ラ
ブ
は
決
勝
戦
で
新
潟

市
の
チ
ー
ム
に
敗
れ
た
が
準
優
勝

し
、
来
年
春
の
北
信
越
大
会
へ
の

出
場
権
を
得
た
。
片
貝
は
５
月
に

全
国
大
会
ミ
ド
ル
レ
デ
ィ
で
も
優

勝
し
て
お
り
、
今
後
が
楽
し
み
。

・
片
貝
町
老
人
ク
ラ
ブ
・
子
供

会
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

老
人
と
子
供
が
チ
ー
ム
を
組

み
、
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
寺
町
が

優
勝
し
た
。
児
童
31
人
を
含
め
56

人
が
参
加
。

・
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い

　
　
　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　

片
貝
中
学
校
体
育
館
で
男
女
22

チ
ー
ム
、
約
四
百
人
が
参
加
。
男

子
は
高
梨
、
女
子
は
烏
森
が
優
勝

・
近
県
中
学
校
女
子

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

片
貝
町
体
育
協
会
主
催
の
「
四

尺
玉
カ
ッ
プ
」
争
奪
大
会
で
、
県

内
外
34
チ
ー
ム
が
参
加
。
片
中
は

残
念
な
が
ら
入
賞
を
逃
し
た
。

・
市
教
委
主
催
の

　
　

壮
年
野
球
大
会

　

片
貝
ク
ラ
ブ
が
六
チ
ー
ム
の
総

当
た
り
戦
全
勝
優
勝　

７
月
26
日


